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5　加工精度

　5.1  加工精度の実態

　加工精度は使用する工作機械の精度に大きく左右さ

れることは当然であるが，同一の工作機械を使用して

も被削材がことなると，仕上りの寸法精度がことなる

ことが多い。これは被削材自体の性質に原因すること

もあれば，切削抵抗などの相異が工作機械や工具に影

響し，これが 2 次的に仕上精度に影響することもあ

る。いずれにしても，同一の切削条件で切削したにも

かかわらず一方の加工精度が低いということや，同一

の加工精度を要求されたときに，切削加工が他方より

困難であるということは，その被削材の被削性が低い

と云える。

　木材切削の分野で加工精度に関しておこなわれた

研究はほとんどみあたらず，鉋削に関してわずかの

例82）83）があるのみで，とくに被削性と関連した研究

は枝松らのプレーナー切削における仕上板厚について

の報告83）84）があるのみである。

　従来、加工精度に関しての研究は，木材切削ではほ

とんど未着手の分野であるが，これから自動機械等を

導入するにあたっては重要な問題であり，研究の推進

が望まれる。

　第17図 85）は生産工場におけるプレーナー切削の板

厚精度の実測例であり，第10表 82）は床板の厚さの加

工精度である。

　5. 2　プレーナーの機械精度

　切削機械の精度は被削性とは直接関係はないが、木

材の加工精度に関する研究がほとんどおこなわれてい

ないので，まず機械の精度の概略を知るために，プレ

ーナーについて簡単に述べる。

　通常，機械の精度は機械各部の組立精度を検査し，

つぎに実際に試験材を切削してその工作精度の検査を

おこなう。プレーナーについても, J I S  B 6503 及び

B6532に規定されている。しかし，被削性としての加

工精度を測定する場合には，この規格による測定だけ

では十分とはいえない。プレーナーの重要な使用目的

は材の厚さ規正にあり，それには主テーブルの上下動

の精度と運転中の鉋胴を主とした機械の振動が影響す

る。

　第11表, 第12表は，著者がこれらの精度を測定した
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1 例である。第11表は主テーブルをインジケーター指

示によって昇降させた場合の．主テーブルと鉋胴の間

隔を, インジケーターの 1mm おきに読みとり，イン

ジケーター指示値と間隔値の差を測定したものであ

る。主テーブルの昇降はインジケーター指示値で 100

～80mmの範囲である。これによるとインジケーター

によって主テーブルをセットした場合，主テーブルと

鉋胴の間隔－仕上り板厚－は，ほぼインジケーターの

指示値より±0.03mmの範囲に90％近くが入ることに

なる。しかしこれは静的な場合であり，実際に運転す

ると鉋胴の振動等により精度は悪くなる。そこである

仕上り板厚に主テーブルをインジケーターによってセ

ットして試験材を切削し，またセットしなおして切削

するということを繰返して 5枚の試験材を切削し，こ

れを各仕上り板厚についておこなった。第12表は，イ

ンジケーターによって指示された板厚と実際に切削さ

れた板厚の差を測定した結果であるが，切削された板

厚はほぼインジケーターの指示値より±0.04mmの範

囲に90％近くが入ることになる。

　測定に供したプレーナーは累加使用時間がまだ短か

い，保守管理が比較的ゆきとどいたものであるが，プ

レーナーの精度のめやすになると思う。

　5. 3　プレーナー切削の加工精度

　先にものべたように，木材切削の加工精度について

はほとんど研究されていない。第18, 19図84）はプレー

ナー切削についておこなわれた試験の結果である。

　第18図 によると，各樹種，各送り速度をつうじて,

切削深さが大きいほど仕上り厚さが大きくなってい

る。また送り速度の影響については、送り速度が大き

いほど，仕上り厚さが大きくなっていると同時に，樹

種間のちがいが大きく現れてくる傾向にある。また，

同一条件で切削をおこなっても，樹種によって仕上り

厚さが大きくちがい，比重、硬さ等の材質のちがいの

　第18図　切削深さと仕上り厚さ
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第19図 比 重 と 仕 上 り 厚 さ

影響が考えられる。第19図は，送 り速度別に，比重と

仕上 り厚 さの関係を示 したものであるが，比重が大き

くなるほど仕上 り板厚が大きくなっている。

6 おわ りに

以上，被削性についてのべてきたが，ほじめにもの

べたように被削性ほ単一の数値で表現されるものでほ

なく，そのなかに種々の概念を包括 しているため，そ

れぞれの概念をかねあわせたものとして考慮 しなけれ

ばならない。木材の切削では，切削抵抗の大小，切削

工具寿命の長短，被削面の良否，加工精度の高低など

の性質が被削性に含まれ，それぞれの性質には切削・fl

のいろいろな現象が関連 している。

この各種の被削性のうち，尖際の切削作業でどのよ

うな性質の被削性が重要視されなければな らな いか

は，その切削作業の内容に依存する。たとえば直径の

小さい孔を穿孔する場合にほ，工具の剛性から切削抵

抗の大小が重要な問題となるし，自動機械の導入にあ

たってほ切削工具寿命の長短が，大量生産の中間工程

でほ加工精度の高低が重要となる。什上面切削では，

被削面の良否が重視されなければならない。また切削

の経済性についてほ，常に考慮する必要がある。

要するに，それぞれの作業が要求する被別姓を熟知

し，それに関連する切削現象を知って，要求される被

削性を向上させるようにしなければならない。（完）
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